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【winCS3】地理 ５月号／た

１
．
死
者
１
０
０
人
を
超
え
た
災
害
の
記
録

火
山
災
害
と
聞
く
と
、
多
く
の
人
は
噴
火
に
よ
る
人
命
損
失
あ
る

い
は
経
済
被
害
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
火
山
で
起
こ

っ
た
過
去
の
災
害
を
調
べ
る
と
、
噴
火
で
人
が
命
を
落
と
し
た
事
例

は
多
く
な
い
。
急
峻
な
火
山
体
が
崩
壊
し
て
生
じ
た
土
石
な
だ
れ
、

そ
れ
が
海
に
入
っ
て
発
生
さ
せ
た
津
波
、
そ
し
て
ラ
ハ
ー
ル
（
火
山

泥
流
）
に
よ
る
死
亡
な
ど
、
噴
火
に
よ
ら
な
い
、
あ
る
い
は
噴
火
に

間
接
的
に
し
か
関
係
し
な
い
死
亡
事
例
が
多
い
。
噴
火
す
な
わ
ち
高

温
マ
グ
マ
の
噴
出
は
、
火
山
災
害
に
お
け
る
大
量
死
の
必
須
条
件
で

は
な
い
。
経
済
被
害
も
同
様
で
あ
る
。
噴
火
時
だ
け
で
な
く
、
噴
火

が
終
わ
っ
た
あ
と
も
被
害
は
継
続
す
る
。

死
者
が
1
0
0
人
を
超
え
た
火
山
災
害
を
デ
ー
タ
ベ
ー
）
1
（
ス
か
ら
抽

出
し
て
表
1
に
示
す
。
日
本
列
島
に
お
け
る
最
悪
の
火
山
災
害
は
1

7
9
2
年
5
月
₂₁
日
に
雲
仙
岳
で
起
こ
っ
た
眉
山
崩
壊
で
あ
る
。
雲

仙
岳
は
そ
の
3
カ
月
前
の
2
月
₂₀
日
か
ら
噴
火
を
始
め
、
新
焼
溶
岩

が
山
頂
火
口
か
ら
ゆ
っ
く
り
流
れ
下
っ
て
い
た
。
麓
に
あ
る
眉
山
ド

ー
ム
が
大
き
く
崩
壊
し
た
の
は
、
噴
火
開
始
か
ら
3
カ
月
た
っ
た
5

月
₂₁
日
だ
っ
た
。
そ
れ
は
直
下
で
大
き
な
地
震
が
起
こ
っ
た
か
ら
だ
。

地
震
で
崩
壊
し
た
土
砂
に
よ
る
土
石
な
だ
れ
に
直
接
埋
ま
っ
た
人
も

い
た
が
、
死
者
1
万
5
千
人
の
大
部
分
は
そ
の
土
石
な
だ
れ
が
有
明

海
に
入
っ
て
起
こ
し
た
津
波
に
飲
ま
れ
た
。
世
に
言
う
「
島
原
大

変 
肥
後
迷
惑
」
で
あ
る
。
こ
の
災
害
は
、
火
山
災
害
よ
り
む
し
ろ

地
震
災
害
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

渡
島
大
島
1
7
4
1
年
、
浅
間
山
1
7
8
3
年
、
北
海
道
駒
ヶ
岳

■
特
集
▲
火
山
災
害
は
噴
火
だ
け
じ
ゃ
な
い

早
川
由
紀
夫

火
山
災
害
の
種
類
と
リ
ス
ク
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1
6
4
0
年
、
磐
梯
山

1
8
8
8
年
も
、
土
石

な
だ
れ
に
よ
る
災
害
だ

っ
た
。
た
だ
し
、
火
山

体
が
崩
壊
し
た
原
因
は

地
震
で
は
な
く
、
噴
火

だ
っ
た
。
地
下
の
マ
グ

マ
が
地
表
に
出
よ
う
と

し
た
こ
と
あ
る
い
は
出

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
火

山
斜
面
が
崩
れ
て
土
石

な
だ
れ
が
発
生
し
た
。

人
を
死
亡
さ
せ
た
の
は

地
下
か
ら
噴
出
し
た
高

温
マ
グ
マ
そ
の
も
の
で

は
な
く
、
既
に
地
表
に

あ
っ
た
火
山
体
と
そ
れ

が
海
に
入
っ
て
起
こ
し

た
津
波
だ
っ
た
。
噴
火

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
山

が
崩
れ
て
（
津
波
が
発

生
し
て
）
人
が
死
ん
だ
わ
け
だ
が
、
高
温
マ
グ
マ
が
人
を
直
接
殺
し

た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
を
噴
火
災
害
と
呼
ぶ
か
呼
ば
な
い
か
は
悩

ま
し
い
と
こ
ろ
だ
。

那
須
岳
1
4
1
0
年
噴
火
で
1
8
0
人
が
死
ん
だ
プ
ロ
セ
ス
は
よ

く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
₁₅
世
紀
の
東
国
に
は
十
分
な
質
と
量
の
文
字

史
料
が
期
待
で
き
な
い
。
現
地
で
の
地
質
調
査
も
ま
だ
不
十
分
で
あ

る
。
桜
島
1
7
7
9
年
の
1
5
3
人
の
死
因
も
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

犠
牲
者
が
住
ん
で
い
た
村
々
は
噴
火
開
始
直
後
に
プ
リ
ニ
ー
式
噴
煙

柱
か
ら
降
り
積
も
っ
た
軽
石
で
1
ｍ
以
上
深
く
埋
ま
っ
た
。
噴
火
に

よ
る
直
接
死
だ
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

十
勝
岳
1
9
2
6
年
の
1
1
4
人
は
ラ
ハ
ー
ル
に
よ
る
犠
牲
者
で

あ
る
。
北
海
道
の
雪
解
け
の
季
節
、
5
月
₂₄
日
に
高
温
物
質
が
火
口

か
ら
噴
き
出
て
、
周
囲
の
地
表
に
あ
っ
た
大
量
の
雪
を
一
気
に
融
か

し
て
泥
流
を
発
生
さ
せ
た
。
こ
れ
も
噴
火
災
害
と
呼
ぶ
か
呼
ば
な
い

か
悩
ま
し
い
。
人
は
地
表
に
噴
き
出
た
高
温
マ
グ
マ
で
直
接
殺
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
い
。
雪
が
融
け
て
生
成
し
た
大
量
の
水
に
飲
み
込
ま

れ
た
。

青
ヶ
島
1
7
8
5
年
と
伊
豆
鳥
島
1
9
0
2
年
で
は
、
激
し
い
噴

火
に
よ
っ
て
全
島
民
が
死
亡
し
た
。
死
因
の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
噴
火
に
よ
る
直
接
死
と
み
て
よ
い
。

表 1　死者が100人を超えた火山災害

西　暦 和　暦 火　山 死者数 加害要因

1792年 ₅月21日 寛政 ₄年 ₄月 ₁日 雲仙岳眉山 ₁₅，₀₀₀人 地震による山体崩壊と津波
1741年 ₈月28日 寛保元年 ₇月18日 渡島大島 ₃，₀₀₀人 山体崩壊による津波
1783年 ₈月 ₅日 天明 ₃年 ₇月 ₈日 浅間山 ₁，₄₉₀人 山体崩壊
1640年 ₇月31日 寛永17年 ₆月13日 北海道駒ヶ岳 ₇₀₀人 山体崩壊による津波
1888年 ₇月15日 明治21年 ₇月15日 磐梯山 ₄₆₁人 山体崩壊
1410年 ₂月24日 応永17年 ₁月21日 那須岳 ₁₈₀人 （詳細不明）
1779年 ₁月 ₈日 安永 ₈年10月 ₁日 桜島 ₁₅₃人 噴火．軽石 ₁ m深
1926年 ₅月24日 大正15年 ₅月24日 十勝岳 ₁₄₄人 ラハール
1785年 ₄月18日 天明 ₅年 ₃月10日 青ヶ島 ₁₃₅人 噴火（詳細不明）
1902年 ₈月 ₈日 明治35年 ₈月 ₈日 伊豆鳥島 ₁₂₅人 噴火（詳細不明）
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２
．
噴
火
に
よ
る
直
接
死

▼
火
山
弾

爆
発
し
た
火
山
か
ら
弾
道
軌
道
を
描
い
て
飛
ん
で
き
た
火
山
弾
に

当
た
っ
て
絶
命
す
る
の
は
、
火
山
災
害
の
最
も
わ
か
り
や
す
い
イ
メ

ー
ジ
だ
ろ
う
。
₂₀
世
紀
に
起
こ
っ
た
そ
の
よ
う
な
死
亡
事
故
を
表
2

に
ま
と
め
た
。
い
ず
れ
も
、
火
口
に
近
づ
い
た
観
光
客
や
登
山
者
が

予
期
せ
ぬ
爆
発
に
遭
遇
し
て
、
不
運
に
も
火
山
弾
に
当
た
っ
て
死
亡

し
た
事
例
だ
。
₇₉
年
阿
蘇
の
3
人
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
乗
り
場
に
い
た

観
光
客
、
₇₄
年
新
潟
焼
山
の
3
人
は
登
山
者
で
あ
る
。

浅
間
山
で
は
₃₀
年
8
月
₂₀
日
の
爆
発
で
登
山
者
6
人
が
死
亡
し
た

の
に
続
き
、
そ
の
翌
年
の
同
じ
日
に
も
登
山
者
3
人
が
死
亡
し
た
。

当
時
は
死
亡
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
登
山
を
規
制
す
る
考
え
方
が
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

浅
間
山
は
、
₂₀
世
紀
に
₁₂
回
の
爆
発
で
₃₀
人
を
超
え
る
死
者
を
出

し
た
。
₂₀
世
紀
な
の
に
、
正
確
な
死
者
数
が
把
握
で
き
な
い
こ
と
も

驚
き
で
あ
る
。
最
大
級
の
ブ
ル
カ
ノ
式
爆
発
で
も
、
浅
間
山
の
火
山

弾
は
山
頂
火
口
か
ら
4
ｋｍ
ま
で
し
か
届
か
な
い
。
そ
の
範
囲
内
に
人

家
は
な
い
か
ら
、
機
器
観
測
に
よ
っ
て
爆
発
が
予
見
さ
れ
た
と
き
は

4
ｋｍ
円
内
へ
の
立
ち
入
り
を
規
制
す
る
処
置
を
地
元
市
町
村
が
と
る

こ
と
に
、
い
ま
は
な
っ
て

い
る
。

火
山
弾
で
死
者
が
出
た

爆
発
は
₂₀
世
紀
に
₁₈
回
あ

り
、
約
₆₀
人
が
死
亡
し
た
。

そ
の
う
ち
の
約
半
数
が
、

前
半
₅₀
年
間
に
何
度
も
爆

発
し
た
浅
間
山
の
登
山
者

で
あ
る
。

▼
火
山
島

火
山
島
は
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
大
き
な
噴
火
が
起

こ
る
と
住
民
は
逃
げ
場
を
失
っ
て
し
ま
う
。
伊
豆
諸
島
で
最
も
大
き

い
伊
豆
大
島
で
も
、
中
心
火
口
か
ら
島
の
北
端
ま
で
8
ｋｍ
し
か
な
い
。

実
際
、
1
5
5
0
年
前
の
Ｓ
2
・
0
噴
火
の
と
き
、
伊
豆
大
島
は
土

石
な
だ
れ
に
ほ
ぼ
全
域
を
覆
わ
れ
た
。
島
内
に
は
逃
げ
場
が
な
か
っ

た
。す

で
に
述
べ
た
青
ヶ
島
1
7
8
5
年
と
伊
豆
鳥
島
1
9
0
2
年
は
、

噴
火
に
よ
っ
て
全
島
民
が
死
亡
し
た
凄
惨
な
災
害
で
あ
る
。
噴
火
し

た
ら
逃
げ
場
が
な
く
な
る
火
山
島
に
住
む
こ
と
の
意
味
を
、
私
た
ち

は
と
き
ど
き
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
な
い
と
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
。

三
宅
島
₄₀
年
と
口
永
良
部
島
₃₃
年
は
、
島
の
一
部
が
被
災
し
た
災

表 2　火山弾による死者

年月日 火　山 死者数

1979年 ₉月 ₆日 阿蘇 3人
1974年 ₇月28日 新潟焼山 3人
1958年 ₆月24日 阿蘇 12人
1957年10月13日 伊豆大島 1人
1955年10月13日 桜島 1人
1953年 ₄月27日 阿蘇 6人
1947年 ₈月14日 浅間山 11人
1931年 ₈月20日 浅間山 3人
1930年 ₈月20日 浅間山 6人

注）このほかに浅間山 ₉回，10人余．
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害
だ
っ
た
（
逃
げ
場
は
あ
っ
た
）。
明
神
礁

₅₅
年
で
は
、
海
中
噴
火
を
観
測
中
の
調
査
船

が
遭
難
し
て
乗
組
員
全
員
が
死
亡
し
た
。
ベ

ー
ス
サ
ー
ジ
に
遭
遇
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

当
時
は
、
火
山
噴
火
の
と
き
に
高
温
マ
グ
マ

と
海
水
が
接
触
し
て
危
険
な
ベ
ー
ス
サ
ー
ジ

が
発
生
す
る
こ
と
を
火
山
学
は
知
ら
な
か
っ

た
。死

者
が
出
た
火
山
島
噴
火
は
₂₀
世
紀
に
4

回
あ
り
、
1
7
5
人
が
死
亡
し
て
い
る
（
表
3
）。

▼
熱
雲

1
9
0
2
年
5
月
8
日
、
西
イ
ン
ド
諸
島
マ
ル
チ
ニ
ー
ク
島
で
プ

レ
ー
山
が
噴
火
し
、
麓
の
サ
ン
ピ
エ
ー
ル
市
で
2
万
8
千
人
が
死
亡

し
た
。
文
字
通
り
全
滅
だ
っ
た
。
こ
の
噴
火
現
象
は
の
ち
に
火
砕
流

と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
①
発
泡
し
た
軽
石
を
含
ま
な
い
、

②
残
さ
れ
た
堆
積
物
が
薄
い
、
③
溶
岩
ド
ー
ム
の
成
長
に
伴
っ
て
発

生
す
る
特
徴
か
ら
、
軽
石
と
火
山
灰
の
流
れ
で
あ
る
火
砕
流
と
は
区

別
し
た
い
。
こ
こ
で
は
元
々
の
呼
称
だ
っ
た
熱ね
つ

雲う
ん

を
用
い
る
。

雲
仙
岳
で
1
9
9
1
年
6
月
3
日
に
₄₃
人
が
死
ん
だ
の
も
、
こ
の

プ
レ
ー
山
と
同
じ
熱
雲
だ
っ
た
。
遡
る
と
、
1
8
2
2
年
3
月
₂₃
日

に
有
珠
山
で
文
政
熱
雲
が
発
生
し
て
₅₉
人
が
死
亡
し
て
い
る
。

1
5
0
0
年
前
の
古
墳
時
代
に
は
榛
名
山
で
熱
雲
が
発
生
し
た
。

渋
川
市
内
で
2
0
1
2
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
考
古
発
掘
で
、
甲よ
ろ
いを

着
た
武
人
ほ
か
2
人
の
遺
体
が
熱
雲
堆
積
物
の
中
か
ら
み
つ
か
っ
て

い
る
。
大
勢
の
古
墳
人
が
こ
の
熱
雲
に
飲
み
込
ま
れ
て
死
亡
し
た
に

違
い
な
い
。
新
潟
焼
山
で
は
過
去
1
千
年
間
に
熱
雲
が
3
回
発
生
し

た
こ
と
が
地
質
調
査
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
。
糸
魚
川
市
の
早
川
谷
で

死
者
が
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
文
字
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。

安
達
太
良
山
で
1
9
0
0
年
7
月
₁₇
日
に
₇₂
人
が
死
亡
し
た
噴
火

を
大
森
房
吉
は
『
日
本
噴
火
志
』
に
「
熱
雲
」
と
書
い
た
が
、
現
場

は
沼
ノ
平
火
口
内
の
硫
黄
鉱
山
だ
っ
た
。
こ
こ
で
い
う
熱
雲
よ
り
、

む
し
ろ
爆
発
に
よ
る
死
者
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

日
本
列
島
に
お
け
る
熱
雲
災
害
は
1
0
0
年
に
1
回
ほ
ど
の
頻
度

で
起
こ
っ
て
い
て
、
一
度
に
数
十
人
を
死
亡
さ
せ
る
。

▼
火
砕
流

軽
石
と
火
山
灰
の
流
れ
で
あ
る
火
砕
流
に
よ
る
死
者
は
い
か
ほ
ど

で
あ
ろ
う
か
。
火
砕
流
は
厚
い
堆
積
物
を
残
す
こ
と
か
ら
昔
か
ら
火

山
学
者
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
、
そ
の
危
険
が
よ
く
知
れ
渡
っ
て
い
る

が
、
死
者
数
は
意
外
に
も
少
な
い
。
記
録
が
残
る
死
者
は
、
北
海
道

駒
ヶ
岳
の
1
8
5
6
年
9
月
₂₅
日
火
砕
流
だ
け
で
あ
る
。
南
東
麓
に

あ
る
留と
め

の
湯
で
₁₉
〜
₂₇
人
が
死
亡
し
た
。

浅
間
山
か
ら
1
7
8
3
年
8
月
4
日
に
発
生
し
た
吾
妻
火
砕
流
は

表 3　20世紀の火山島噴火による死者

年月日 火　山 死者数

1952年 ₉月24日 明神礁 31人
1940年 ₇月12日 三宅島 11人
1933年12月24日 口永良部島 8人
1902年 ₈月 ₈日 伊豆鳥島 125人
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六
里
ヶ
原
の
森
を
焼
い
た
だ
け
で
死
者
は
な
か
っ
た
。
樽
前
山
の
1

6
6
7
年
火
砕
流
と
1
7
3
9
年
火
砕
流
で
も
死
者
は
な
か
っ
た
。

当
時
は
そ
こ
に
人
家
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

浅
間
山
の
1
1
0
8
年
追
分
火
砕
流
も
死
者
が
記
録
さ
れ
て
い
な

い
が
、
堆
積
物
の
分
布
か
ら
見
て
、
大
笹
や
追
分
に
あ
っ
た
多
数
の

人
家
が
被
災
し
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
死
者
は
出
た
が
、
記
録
が

残
ら
な
か
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
榛
名
山
で
古
墳
時
代
2
回
目
の

噴
火
で
発
生
し
た
伊
香
保
火
砕
流
も
同
様
で
あ
る
。
多
数
の
古
墳
人

が
死
亡
し
た
に
違
い
な
い
。

日
本
列
島
に
お
け
る
火
砕
流
災
害
の
発
生
頻
度
は
、
熱
雲
災
害
と

同
じ
よ
う
に
1
0
0
年
に
1
回
程
度
で
あ
る
。
1
回
あ
た
り
の
死
者

数
を
的
確
に
言
う
の
は
む
ず
か
し
い
が
、
熱
雲
と
同
じ
く
数
十
人
と

み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

▼
火
山
灰
・
軽
石

桜
島
は
1
9
5
5
年
₁₀
月
₁₃
日
に
爆
発
し
て
以
来
、
ブ
ル
カ
ノ
式

爆
発
と
灰
噴
火
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
ま
も
な
く
₆₀
年
に
な
る
。
灰

噴
火
と
は
、
爆
発
音
を
伴
わ
ず
に
火
口
か
ら
火
山
灰
が
静
か
に
出
続

け
る
状
態
を
言
う
。
大
気
中
に
注
入
さ
れ
た
火
山
灰
は
上
空
2
千

〜
3
千
ｍ
の
風
に
流
さ
れ
、
地
表
に
降
り
積
も
る
。
こ
う
し
て
鹿
児

島
市
と
そ
の
周
辺
は
桜
島
か
ら
大
量
の
火
山
灰
を
受
け
止
め
る
こ
と

に
な
る
。
火
山
灰
が
風
に
乗
っ
て
東
西
南
北
ど
ち
ら
に
向
か
う
か
は
、

季
節
に
よ
っ
て
あ
ら
か
た
決
ま
っ
て
い
る
。

桜
島
の
火
山
灰
の
せ
い
で
健
康
被
害
が
出
た
と
す
る
報
告
は
と
く

に
聞
か
な
い
。
火
山
灰
が
降
る
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
電
子
機
器

に
障
害
が
出
る
と
警
告
す
る
人
も
い
る
が
、
桜
島
の
火
山
灰
を
常
時

受
け
止
め
て
い
る
鹿
児
島
で
そ
の
よ
う
な
報
告
を
聞
か
な
い
。
空
か

ら
降
っ
て
く
る
火
山
灰
は
や
っ
か
い
も
の
だ
が
、
鹿
児
島
の
人
た
ち

は
そ
れ
と
な
ん
と
か
つ
き
あ
っ
て
生
活
し
て
い
る
。

プ
リ
ニ
ー
式
噴
火
に
よ
っ
て
軽
石
や
ス
コ
リ
ア
が
1
日
あ
る
い
は

せ
い
ぜ
い
数
日
と
い
っ
た
短
時
間
で
地
表
に
厚
く
積
も
る
と
、
家
屋

が
倒
壊
し
た
り
農
地
が
使
え
な
く
な
っ
た
り
す
る
。
桜
島
1
9
1
4

年
、
浅
間
山
1
7
8
3
年
、
富
士
山
1
7
0
7
年
な
ど
が
そ
の
例
で

あ
る
。

軽
石
や
ス
コ
リ
ア
が
厚
く
堆
積
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
人
が
死
亡
し

た
事
例
は
ま
れ
で
あ
る
。
富
士
山
1
7
0
7
年
噴
火
で
須す

走ば
し
りに
ス
コ

リ
ア
が
2
ｍ
積
も
っ
た
が
、
死
者
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し

桜
島
1
7
7
9
年
噴
火
で
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
軽
石
に
よ
る

死
者
が
1
0
0
人
を
超
え
た
よ
う
で
あ
る
。

浅
間
山
の
1
7
8
3
年
噴
火
で
は
、
8
月
4
日
夕
刻
、
空
か
ら
降

っ
て
き
た
軽
石
ま
た
は
岩
片
に
当
た
っ
た
若
者
2
人
が
軽
井
沢
で
死

亡
し
た
と
記
録
に
あ
る
。
霧
島
山
新
燃
岳
1
7
1
6
年
噴
火
の
死
者

5
人
も
同
様
の
死
因
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
北
海
道
駒
ヶ
岳
1
8
5
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6
年
噴
火
で
は
、
軽
石
が
厚
く
降
り
積
も
っ
た
東
麓
で
死
者
2
人
が

記
録
さ
れ
て
い
る
。

1
9
8
2
年
6
月
₂₄
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
上
空
で
英
国
航
空
機
の

ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
4
基
す
べ
て
が
一
時
停
止
し
た
。
ガ
ル
ン
グ
ン

火
山
の
噴
火
に
よ
る
火
山
灰
を
吸
い
込
ん
だ
の
が
原
因
だ
っ
た
。
止

ま
っ
た
エ
ン
ジ
ン
は
₁₂
分
後
に
幸
い
に
も
再
稼
働
し
て
、
英
国
航
空

機
は
安
全
に
着
陸
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
様
の
事
故
が
ア
ラ
ス
カ

で
₈₉
年
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
₉₁
年
に
起
こ
っ
た
。
い
ま
は
国
際
機
関

（
Ｖ
Ａ
Ａ
Ｃ
）
が
組
織
さ
れ
て
、
航
空
路
に
出
現
す
る
火
山
灰
情
報

を
す
み
や
か
に
提
供
し
て
事
故
の
再
発
を
防
い
で
い
る
。

▼
関
東
ロ
ー
ム
と
富
士
山

人
が
死
ぬ
話
で
は
な
い
が
、
関
東
ロ
ー
ム
と
富
士
山
の
関
係
を
こ

こ
で
説
明
し
て
お
こ
う
。「
関
東
ロ
ー
ム
の
堆
積
は
東
京
で
は
1
万

年
当
た
り
1
ｍ
の
速
さ
で
起
こ
り
、
1
万
年
に
1
0
0
回
ほ
ど
の

（
富
士
山
の
）
大
噴
火
が
1
回
に
1
ｃｍ
ほ
ど
の
火
山
灰
を
堆
積
さ
せ

た
累
積
効
果
だ
と
み
ら
れ
て
い
る
」
と
貝
塚
爽
平
は
書
い
）
2
（
た
。
富
士

山
の
噴
火
頻
度
を
1
0
0
年
に
一
度
と
み
る
の
は
火
山
学
的
に
妥
当

だ
が
、
1
回
の
噴
火
で
1
0
0
ｋｍ
離
れ
た
東
京
さ
ら
に
は
関
東
平
野

全
域
を
厚
さ
1
ｃｍ
の
火
山
灰
が
覆
う
と
み
る
の
は
、
富
士
山
の
噴
火

能
力
を
何
桁
も
過
大
評
価
し
て
い
る
。

厚
さ
1
ｃｍ
の
火
山
灰
は
、
1
㎡
あ
た
り
₁₀
ｋｇ
に
も
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
火
山
灰
が
東
京
に
降
り
積
も
っ
た
ら
大
変
だ
。

富
士
山
が
噴
火
し
て
も
、
東
京
に
そ
の
よ
う
な
脅
威
は
生
じ
な
い
。

た
だ
し
今
ま
で
一
度
だ
け
、
東
京
に
1
ｃｍ
を
超
え
る
火
山
灰
が
富
士

山
か
ら
降
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
前
回
1
7
0
7
年
₁₂
月
の
噴
火
だ
。

こ
の
噴
火
は
富
士
山
誕
生
以
来
最
大
の
爆
発
的
噴
火
だ
っ
た
。
例
外

だ
。近

年
の
浅
間
山
噴
火
を
見
よ
う
。
1
9
8
2
年
4
月
₂₆
日
噴
火
の

と
き
₁₀
ｋｍ
離
れ
た
軽
井
沢
に
降
り
積
も
っ
た
火
山
灰
は
1
㎡
あ
た
り

1
5
0
ｇ
だ
っ
た
。
2
0
0
4
年
9
月
₁₆
日
噴
火
の
と
き
は
₅₀
ｇ
だ

っ
た
。
厚
さ
に
す
る
と
0
・
1
ｍｍ
程
度
で
あ
る
。
1
0
0
ｋｍ
離
れ
た

東
京
に
降
っ
た
火
山
灰
の
厚
さ
は
0
・
0
1
ｍｍ
程
度
だ
っ
た
ろ
う
。

貝
塚
が
想
定
し
た
1
ｃｍ
の
1
千
分
の
1
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
は
、

火
山
灰
が
降
っ
た
範
囲
は
幅
₂₀
ｋｍ
程
度
の
狭
い
範
囲
に
限
ら
れ
た
。

関
東
平
野
全
域
を
一
様
に
覆
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
1
0
0
年
に
一

度
の
富
士
山
噴
火
で
東
京
を
含
む
関
東
平
野
全
域
が
厚
さ
1
ｃｍ
の
火

山
灰
で
毎
回
覆
わ
れ
た
と
し
た
貝
塚
説
を
、
火
山
学
は
支
持
し
な
い
。

関
東
ロ
ー
ム
は
富
士
山
が
噴
火
し
て
「
直
接
」
堆
積
し
て
で
き
た
地

層
で
は
な
い
。

関
東
ロ
ー
ム
は
、
草
が
枯
れ
て
土
が
露
出
し
た
斜
面
に
強
風
が
吹

き
つ
け
た
と
き
に
空
中
に
巻
き
上
が
っ
た
埃
が
近
隣
の
林
床
や
草
む

ら
に
降
り
積
も
っ
た
も
の
で
あ
）
3
（
る
。
レ
ス
と
呼
ん
で
よ
い
。
こ
の
よ
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う
な
気
象
条
件
は
、
毎
春
に
数
日
だ
け
実
現
す
る
。
こ
う
し
て
ロ
ー

ム
は
毎
年
0
・
1
ｍｍ
ず
つ
堆
積
す
る
。
1
0
0
年
で
1
ｃｍ
、
1
万
年

で
1
ｍ
だ
。
草
つ
き
の
平
坦
面
に
だ
け
堆
積
す
る
。
裸
地
に
は
堆
積

し
な
い
。

ロ
ー
ム
は
、
火
山
が
噴
火
し
な
か
っ
た
と
き
の
堆
積
物
で
あ
る
。

ロ
ー
ム
の
間
に
挟
ま
っ
て
い
る
火
山
灰
が
、
そ
の
年
に
近
隣
で
大
き

な
火
山
噴
火
が
あ
っ
た
こ
と
の
証
拠
で
あ
る
。
火
山
は
め
っ
た
に
噴

火
し
な
い
。
ふ
だ
ん
は
静
か
な
時
を
過
ご
す
。

▼
溶
岩
流

溶
岩
は
土
地
や
建
物
を
埋
め
尽
く
し
て
甚
大
な
経
済
被
害
を
与
え

る
が
、
人
を
殺
す
こ
と
は
な
い
。
溶
岩
が
流
れ
る
速
さ
は
人
が
歩
く

速
さ
よ
り
も
遅
い
か
ら
、
人
は
十
分
な
余
裕
を
持
っ
て
溶
岩
か
ら
逃

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
溶
岩
の
流
出
に
伴
っ
て
破
滅
的
な
災
害
が
起
こ
っ
た
事

例
が
稀
に
あ
る
。
浅
間
山
1
7
8
3
年
噴
火
で
は
、
8
月
5
日
₁₀
時

に
鬼
押
出
し
溶
岩
の
先
端
で
強
い
爆
発
が
起
こ
っ
た
。
高
温
溶
岩
が

地
表
水
と
接
触
し
て
水
蒸
気
爆
発
を
起
こ
し
た
。
爆
発
で
飛
び
散
っ

た
岩
石
破
片
の
到
達
距
離
は
1
ｋｍ
程
度
だ
っ
た
が
、
爆
発
と
同
時
に

火
山
斜
面
の
一
角
が
崩
れ
た
。
そ
の
土
砂
は
土
石
な
だ
れ
と
な
っ
て

北
に
走
り
鎌か
ん

原ば
ら

村
を
押
し
つ
ぶ
し
た
。
そ
の
ま
ま
直
進
し
て
吾
妻
川

に
流
入
し
た
土
石
な
だ
れ
は
熱
泥
流
に
転
化
し
つ
つ
、
そ
の
日
の
う

ち
に
江
戸
ま
で
下
っ
た
。
結
局
1
4
9
0
人
の
命
を
奪
う
大
惨
事
と

な
っ
た
。
山
頂
火
口
か
ら
静
か
に
流
れ
下
る
鬼
押
出
し
溶
岩
か
ら
こ

れ
ほ
ど
の
被
害
が
生
じ
る
と
は
、
江
戸
時
代
は
お
ろ
か
、
火
山
学
が

進
ん
だ
現
在
で
も
予
見
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
自
然
の
営
み
は

人
智
を
や
す
や
す
と
超
え
る
。

３
．
噴
火
に
よ
ら
な
い
死
、
噴
火
に
よ
る
間
接
死

▼
火
山
ガ
ス

マ
グ
マ
の
中
に
は
ガ
ス
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

（
9
割
以
上
）
を
水
が
占
め
る
。
マ
グ
マ
に
溶
け
て
い
る
水
は
、
水

蒸
気
あ
る
い
は
温
泉
と
し
て
火
口
か
ら
地
上
に
脱
出
す
る
。
こ
れ
は

噴
火
時
に
限
ら
な
い
。
つ
ね
に
行
わ
れ
て
い
る
。
火
山
ガ
ス
に
は
微

量
成
分
と
し
て
二
酸
化
硫
黄
、
硫
化
水
素
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
が
含

ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
濃
密
な
ま
ま
吸
引
す
る
と
死
亡
す
る
場
合

が
あ
る
。
火
山
ガ
ス
を
吸
引
し
て
一
度
に
3
人
以
上
が
死
亡
し
た
事

故
を
表
4
に
示
す
。
₂₀
世
紀
に
は
約
₃₀
回
の
事
故
で
約
₉₀
人
が
死
亡

し
）
4
（
た
。

硫
化
水
素
に
よ
る
死
亡
事
故
は
、
草
津
白
根
山
、
安
達
太
良
山
、

霧
島
山
、
箱
根
山
、
立
山
地
獄
谷
、
大
雪
山
、
那
須
岳
、
秋
田
焼
山
、

鳴
子
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。
温
泉
場
で
の
事
故
も
多
い
。
二
酸
化
硫
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黄
に
よ
る
死
亡
事
故
は
阿
蘇
で
複
数
回
記

録
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
呼
吸
器
に
疾

病
を
も
っ
て
い
た
人
が
亡
く
な
っ
た
事
例

が
多
い
。
八
甲
田
山
の
二
酸
化
炭
素
に
よ

る
死
亡
事
例
は
日
本
と
し
て
は
め
ず
ら
し

い
。
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
カ
メ
ル
ー

ン
の
ニ
オ
ス
湖
1
9
8
6
年
8
月
₂₁
日
災

害
が
有
名
で
あ
る
。
火
口
湖
の
底
に
閉
じ

込
め
ら
れ
た
二
酸
化
炭
素
が
突
沸
し
て
、

空
気
よ
り
重
い
濃
密
な
か
た
ま
り
と
な
っ

て
谷
を
静
か
に
下
り
、
1
8
0
0
人
の
命

を
奪
っ
た
。

有
毒
火
山
ガ
ス
は
す
べ
て
空
気
よ
り
重

い
。
風
が
な
い
と
き
に
窪
地
や
谷
間
に
入

り
込
ん
で
は
な
ら
な
い
。
ガ
ス
濃
度
は
距
離
の
三
乗
に
反
比
例
し
て

急
激
に
薄
く
な
る
か
ら
、
噴
出
孔
の
近
く
に
寄
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に

す
れ
ば
火
山
ガ
ス
に
よ
る
死
亡
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

▼
餓
死

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
タ
ン
ボ
ラ
火
山
で
1
8
1
5
年
に
起
こ
っ
た
カ

ル
デ
ラ
破
局
噴
火
は
、
歴
史
時
代
に
お
い
て
最
大
量
の
マ
グ
マ
を
噴

出
し
た
。
死
者
数
9
万
2
千
人
も
最
大
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
9
割

は
餓
死
に
よ
る
と
い
う
。
こ
れ
ほ
ど
の
餓
死
者
が
出
た
の
は
₁₉
世
紀

初
頭
の
時
代
背
景
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。

日
本
で
は
、
浅
間
山
1
7
8
3
年
噴
火
が
天
明
の
大
飢
饉
を
引
き

起
こ
し
た
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
飢
饉
は
そ
の
前
年
の
天
明

2
年
（
1
7
8
2
年
）
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
浅
間
山
噴
火
の
せ
い

で
天
候
不
順
が
始
ま
っ
た
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
1
7
8
3

年
の
浅
間
山
噴
火
は
5
月
8
日
か
ら
だ
っ
た
が
、
マ
グ
マ
の
大
量
放

出
は
8
月
上
旬
ま
で
な
か
っ
た
。
そ
の
年
の
収
穫
に
も
し
火
山
が
影

響
を
与
え
た
の
な
ら
、
そ
の
責
は
浅
間
山
で
は
な
く
、
6
月
8
日
か

ら
噴
火
し
て
い
た
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
ラ
カ
ギ
ガ
ル
に
課
す
の
が
適
当

だ
ろ
う
。
ラ
カ
ギ
ガ
ル
は
浅
間
山
の
₆₀
倍
の
マ
グ
マ
を
噴
出
し
た
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
天
明
の
大
飢
饉
を
も
た
ら
し
た
天
候
不
順
が
浅
間

山
あ
る
い
は
他
の
火
山
が
噴
火
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
す
る

歴
史
解
釈
は
、
俗
説
の
域
を
出
な
い
。

ラ
カ
ギ
ガ
ル
の
1
7
8
3
年
噴
火
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
極
端
な
冷
夏

を
も
た
ら
し
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
6
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
ブ
ル

ー
ヘ
イ
ズ
と
呼
ば
れ
た
大
気
異
常
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
観
察
さ
れ

た
。
そ
の
年
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
は
全
人
口
の
₂₄
％
が
餓
死
し
、
家

畜
の
₇₅
％
が
死
ん
だ
。

タ
ン
ボ
ラ
1
8
1
5
年
噴
火
の
翌
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
字
記
録

に
も
、
乾
い
た
霧
と
か
す
ん
だ
太
陽
の
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
。
1

表 4　火山ガスによる死亡事故（ 3人以上）

年月日 火　山 死者数 ガスの種類

1997年 ₉月15日 安達太良山沼ノ平 4人 硫化水素
1997年 ₇月12日 八甲田山 3人 二酸化炭素
1976年 ₈月 ₃日 草津白根山本白根沢 3人 硫化水素
1971年12月27日 草津白根山振子沢 6人 硫化水素
1953年 ₄月27日 阿蘇山 6人 二酸化硫黄
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8
1
6
年
は
夏
が
な
か
っ
た
年
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
本
当

に
大
規
模
な
火
山
噴
火
は
気
象
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
影
響
を
与
え
る
よ

う
だ
。

▼
ラ
ハ
ー
ル

火
山
斜
面
で
発
生
す
る
土
石
流
、
泥
流
、
そ
し
て
洪
水
を
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
は
ラ
ハ
ー
ル
と
総
称
す
る
。
噴
火
で
降
り
積
も
っ
た
火

山
灰
が
地
表
を
覆
う
と
、
降
っ
た
雨
の
地
下
へ
浸
透
が
妨
げ
ら
れ
て

表
面
流
水
が
発
生
す
る
。
こ
れ
が
ラ
ハ
ー
ル
と
な
る
。
噴
火
で
地
表

に
火
山
灰
が
積
も
っ
た
ら
、
ラ
ハ
ー
ル
を
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。噴

火
が
な
く
て
も
十
分
な
雨
さ
え
あ
れ
ば
ラ
ハ
ー
ル
は
発
生
す
る
。

2
0
1
3
年
₁₀
月
₁₆
日
か
ら
₁₇
日
に
か
け
て
8
0
0
ｍｍ
の
雨
が
降
っ

た
伊
豆
大
島
で
、
元
町
背
後
の
山
肌
が
薄
く
広
く
崩
れ
て
ラ
ハ
ー
ル

が
発
生
し
た
。
た
く
さ
ん
の
家
屋
が
押
し
流
さ
れ
て
₃₉
人
が
死
亡
し

た
（
表
5
）。
伊
豆
大
島
の
斜
面
に
は
、
新
し
い
時
代
の
噴
火
に
よ

る
ス
コ
リ
ア
、
火
山
灰
、
ロ
ー
ム
が
層
を
な
し
て
い
る
。
ま
だ
や
わ

ら
か
い
の
で
、
大
雨
が
降
る
と
崩
れ
て
ラ
ハ
ー
ル
に
な
り
や
す
い
。

同
様
の
脆
弱
性
は
、
日
本
列
島
す
べ
て
の
火
山
に
内
在
す
る
。

十
勝
岳
の
1
9
2
6
年
ラ
ハ
ー
ル
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
火

口
周
辺
に
積
も
っ
て
い
た
雪
が
融
け
て
生
じ
た
融
雪
泥
流
で
あ
る
。

火
山
の
熱
が
積
雪
や
氷
河
を
融
か
し
て
引
き
起
こ
す
ラ
ハ
ー
ル
災
害

は
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
各
地
に
見
ら

れ
る
。
1
9
8
5
年
₁₁
月
₁₃
日
、
コ
ロ
ン

ビ
ア
の
ネ
バ
ド
デ
ル
ル
イ
ス
火
山
（
海
抜

5
4
0
0
ｍ
）
が
噴
火
し
て
火
砕
流
が
発

生
し
た
。
山
頂
の
氷
河
が
融
け
て
ラ
ハ
ー

ル
と
な
っ
て
麓
の
ア
ル
メ
ロ
市
ま
で
の
細

い
谷
を
一
気
に
下
り
、
2
万
2
千
人
を
泥

の
中
に
埋
め
た
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
は
、

マ
グ
マ
の
熱
が
氷
河
を
融
か
し
て
起
こ
す

洪
水
を
ヨ
ー
ク
ル
フ
ロ
イ
プ
と
呼
ん
で
恐
れ
て
い
る
。

▼
山
体
崩
壊
と
土
石
な
だ
れ

富
士
山
の
よ
う
な
大
円
錐
火
山
は
1
万
年
で
1
千
ｍ
も
高
く
な
る
。

そ
の
成
長
速
度
は
1
年
あ
た
り
₁₀
ｃｍ
だ
。
大
円
錐
火
山
は
突
貫
工
事

で
で
き
た
山
だ
か
ら
、
地
震
で
揺
す
ら
れ
る
と
簡
単
に
壊
れ
て
し
ま

う
。
崩
れ
た
土
砂
は
土
石
な
だ
れ
と
な
っ
て
麓
に
展
開
す
る
。
表
面

に
流
れ
山
が
点
在
す
る
の
が
地
形
的
特
徴
で
あ
る
。
1
9
8
0
年
5

月
₁₈
日
、
ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
セ
ン
ト
へ
レ
ン
ズ
山
が
崩

壊
し
て
こ
の
災
害
が
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ひ
と
つ
の
大

円
錐
火
山
が
引
き
起
こ
す
最
大
最
悪
の
災
害
は
、
噴
火
で
は
な
く
山

体
崩
壊
に
よ
る
土
石
な
だ
れ
で
あ
る
。

日
本
で
は
、
1
9
8
4
年
9
月
₁₄
日
の
長
野
県
西
部
地
震
で
御
嶽

表 5　ラハールによる死者

年月日 火　山 死者数

2013年10月16日 伊豆大島 39人
1978年10月24日 有珠山 3人
1974年 ₈月 ₉日 桜島 5人
1974年 ₆月17日 桜島 3人
1926年 ₅月24日 十勝岳 144人
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山
が
部
分
崩
壊
し
て
、
伝
上
川
を
土
石
な
だ
れ
が
下
っ
た
。
死
者
は

₂₉
人
だ
っ
た
（
表
6
）。
磐
梯
山
1
8
8
8
年
、
雲
仙
岳
1
7
9
2

年
、
浅
間
山
1
7
8
3
年
、
渡
島
大
島
1
7
4
1
年
、
北
海
道
駒
ヶ

岳
1
6
4
0
年
の
崩
壊
と
土
石
な
だ
れ
は
す
で
に
紹
介
し
た
。
ど
れ

も
大
勢
の
死
者
を
出
し
た
災
害
で
あ
る
。

富
士
山
で
は
2
9
0
0
年
前
に
御
殿
場
土
石
な
だ
れ
が
発
生
し
た
。

そ
の
堆
積
物
の
上
に
い
ま
₅₀
万
人
が
住
ん
で
い
る
。
岩
手
山
で
は
6

9
0
0
年
前
に
平
笠
土
石

な
だ
れ
が
発
生
し
た
。
そ

の
堆
積
物
の
上
に
い
ま
₂₀

万
人
が
住
ん
で
い
る
。
浅

間
山
で
は
2
万
4
3
0
0

年
前
に
塚
原
土
石
な
だ
れ

が
発
生
し
た
。
そ
の
堆
積

物
の
上
に
い
ま
1
0
0
万

人
が
住
ん
で
い
る
。
こ
の

3
つ
の
火
山
と
も
、
同
様

の
崩
壊
が
再
び
起
こ
れ
ば

大
勢
の
人
が
土
石
な
だ
れ

に
埋
ま
る
。

地
震
に
揺
す
ら
れ
た
山

体
崩
壊
は
、
地
震
の
予
知
が
で
き
な
い
か
ら
山
体
崩
壊
の
予
知
も
で

き
な
い
。
地
下
の
マ
グ
マ
が
火
山
体
を
押
し
上
げ
て
崩
壊
す
る
場
合

は
、
山
体
の
変
形
を
常
時
監
視
す
れ
ば
予
知
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

４
．
カ
ル
デ
ラ
破
局
噴
火
と
現
代
都
市

私
た
ち
が
ま
だ
経
験
し
て
な
い
火
山
災
害
を
こ
こ
で
話
し
て
お
こ

う
。
地
層
を
見
て
過
去
の
火
山
噴
火
を
調
べ
て
き
た
地
質
学
者
だ
け

が
知
っ
て
い
る
。
カ
ル
デ
ラ
破
局
噴
火
だ
。

い
ま
か
ら
8
万
7
千
年
前
、
阿
蘇
の
地
下
か
ら
1
兆
ト
ン
と
い
う

途
方
も
な
い
量
の
マ
グ
マ
が
一
気
に
噴
出
し
て
火
砕
流
と
な
っ
た
。

そ
れ
は
1
0
0
ｋｍ
走
っ
て
鹿
児
島
県
を
除
く
九
州
全
県
と
山
口
県
に

達
し
た
。
こ
の
阿
蘇
4
火
砕
流
が
覆
っ
た
領
域
の
中
に
い
ま
1
1
0

0
万
人
が
住
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
阿
蘇
4
火
砕
流
と
同
じ
噴
火
が

い
ま
起
こ
っ
た
ら
、
1
1
0
0
万
人
が
1
日
で
死
ぬ
こ
と
に
な
る
。

6
万
6
千
年
前
に
箱
根
山
か
ら
噴
出
し
た
東
京
火
砕
流
は
横
浜
市
西

部
ま
で
達
し
た
。
東
京
火
砕
流
が
覆
っ
た
領
域
は
阿
蘇
4
火
砕
流
よ

り
ず
っ
と
狭
い
が
、
南
関
東
の
人
口
密
度
が
高
い
た
め
、
い
ま
同
じ

火
砕
流
が
起
こ
れ
ば
4
0
0
万
人
が
死
亡
す
る
。

そ
の
あ
と
、
4
万
1
千
年
前
に
支
笏
湖
で
、
3
万
年
前
に
十
和
田

湖
で
、
2
万
8
千
年
前
に
姶
良
で
、
1
万
5
千
年
前
に
再
び
十
和
田

表 6　山体崩壊と土石なだれによる死者

年月日 火　山 死者数

1984年 ₉月14日 御嶽山 29人
1888年 ₇月15日 磐梯山 461人
1792年 ₅月21日 雲仙岳 ₁₅，₀₀₀人
1783年 ₈月 ₅日 浅間山 ₁，₄₉₀人
1741年 ₈月28日 渡島大島 ₃，₀₀₀人
1640年 ₇月31日 北海道駒ヶ岳 700人
2900年前 富士山御殿場土石なだれ （50万人）
6900年前 岩手山平笠土石なだれ （20万人）
₂万4300年前 浅間山塚原土石なだれ （100万人）

注）カッコ内はその土石なだれがいま起こった場合の予測死者数．
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湖
で
、
7
3
0
0
年
前
に
鬼
界

で
、
カ
ル
デ
ラ
破
局
噴
火
が
起

こ
っ
た
（
表
7
）。
し
か
し
、

人
口
の
極
端
な
集
中
が
み
ら
れ

る
現
代
都
市
が
成
立
し
た
あ
と
、

日
本
列
島
で
カ
ル
デ
ラ
破
局
噴

火
は
起
こ
っ
て
い
な
い
。
こ
の

深
刻
な
火
山
災
害
の
洗
礼
を
日

本
社
会
は
ま
だ
受
け
て
い
な
い
。

ひ
と
り
地
質
学
者
だ
け
が
科
学

の
方
法
に
よ
っ
て
、
こ
の
災
害

が
想
像
を
絶
す
る
被
害
を
与
え

る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

地
質
学
者
が
蓄
積
し
た
知
見

を
精
力
的
に
勉
強
し
た
石
黒
耀
は
、
い
ま
霧
島
山
が
あ
る
加
久
藤
カ

ル
デ
ラ
が
₃₄
万
年
ぶ
り
に
再
び
破
局
噴
火
す
る
小
説
『
死
都
日
本
』

（
講
談
社
）
を
2
0
0
2
年
に
書
い
た
。
科
学
的
に
確
か
な
だ
け
で

な
く
リ
ア
リ
テ
ィ
に
あ
ふ
れ
た
物
語
だ
。
ま
だ
の
人
は
ぜ
ひ
読
ん
で

ほ
し
い
。

カ
ル
デ
ラ
破
局
噴
火
の
発
生
頻
度
は
日
本
列
島
で
1
万
年
に
1
回

程
度
。
典
型
的
な
低
頻
度
大
規
模
災
害
だ
。
め
っ
た
に
起
こ
ら
な
い

が
、
も
し
起
こ
れ
ば
何
百
万
人
が
火
砕
流
で
焼
か
れ
る
。
日
本
社
会

は
、
十
分
な
時
間
を
持
っ
て
こ
れ
を
事
前
に
察
知
し
て
住
民
を
避
難

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
ま
っ
た
く
の
不
意
打
ち
で
は
な

く
、
な
ん
ら
か
の
予
兆
が
み
ら
れ
た
と
し
て
も
、
必
ず
破
局
噴
火
す

る
確
証
は
な
か
な
か
持
て
な
い
だ
ろ
う
。
何
百
万
人
を
避
難
さ
せ
て

何
も
な
か
っ
た
と
き
の
責
任
の
所
在
を
考
え
る
と
、
こ
の
大
規
模
災

害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

５
．
火
山
災
害
の
リ
ス
ク

リ
ス
ク
は
被
害
と
発
生
頻
度
の
積
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
被
害
は
過

去
の
災
害
で
実
際
に
死
ん
だ
人
の
数
を
用
い
る
よ
り
も
、
い
ま
そ
の

災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
失
わ
れ
る
だ
ろ
う
人
命
の
数
、
す
な
わ
ち

被
災
範
囲
に
住
む
人
の
数
を
当
て
る
と
、
未
来
の
火
山
災
害
リ
ス
ク

を
う
ま
く
評
価
で
き
）
5
（
る
。
発
生
頻
度
に
は
年
代
の
逆
数
を
当
て
て
計

算
し
た
カ
ル
デ
ラ
破
局
噴
火
の
リ
ス
ク
を
表
7
に
示
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
火
山
災
害
の
リ
ス
ク
を
比
較
し
て
み
よ
う
（
表
8
）。

火
山
弾
、
火
山
島
噴
火
、
熱
雲
、
火
砕
流
、
軽
石
、
火
山
ガ
ス
、
ラ

ハ
ー
ル
は
1
0
0
年
あ
た
り
1
回
か
ら
₃₀
回
起
こ
る
が
、
1
回
の
死

者
数
は
数
十
人
以
下
に
と
ど
ま
る
か
ら
、
そ
の
リ
ス
ク
は
1
人
／
年

程
度
で
あ
る
。
山
体
崩
壊
は
、
1
0
0
年
に
1
回
起
こ
っ
て
一
度
に

表 7　代表的なカルデラ破局噴火とそのリスク

年　代 火砕流 被　害 リスク 
（人 /年）

₇₃₀₀年前 鬼界幸屋火砕流 30万人 41
₁万5000年前 十和田八戸火砕流 200万人 133
₂万8000年前 姶良入戸火砕流 250万人 89
₃万0000年前 十和田大不動火砕流 200万人 67
₄万1000年前 支笏 Spfl火砕流 250万人 61
₆万6000年前 箱根東京火砕流 400万人 61
₈万7000年前 阿蘇 ₄火砕流 ₁，₁₀₀万人 126
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5
千
人
ほ
ど
の
人
を
殺
す
。
そ
の
リ
ス
ク
は
₅₀
人
／
年
で
あ
る
。
カ

ル
デ
ラ
破
局
噴
火
は
1
万
年
に
1
回
し
か
起
こ
ら
な
い
が
、
い
っ
た

ん
起
こ
る
と
2
0
0
万
人
ほ
ど
の
人
を
1
日
で
殺
す
。
リ
ス
ク
は
2

0
0
人
／
年
で
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
結
論
が
得
ら
れ
る
。
火
山
災
害
の
リ

ス
ク
は
、
私
た
ち
が
よ
く
目
に
す
る
噴
火
に
よ
る
も
の
、
す
な
わ
ち

高
温
マ
グ
マ
に
直
接
よ
る
も
の
は
小
さ
い
。
噴
火
と
無
関
係
に
大
雨

に
よ
っ
て
火
山
斜
面
で

発
生
す
る
ラ
ハ
ー
ル
の

リ
ス
ク
が
無
視
で
き
な

い
。
日
本
列
島
で
1
0

0
年
に
1
回
起
こ
る
既

存
火
山
体
の
崩
壊
に
よ

る
土
石
な
だ
れ
の
リ
ス

ク
が
中
程
度
に
大
き
い
。

途
方
も
な
い
量
の
マ

グ
マ
を
火
砕
流
と
し
て

地
表
に
一
気
に
噴
出
す

る
カ
ル
デ
ラ
破
局
噴
火

は
日
本
列
島
で
1
万
年

に
1
回
し
か
起
こ
ら
な

い
か
ら
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
ま
だ
目
に
し
た
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
リ
ス
ク
が
火
山
災
害
リ
ス
ク
の
中
で
ず
ば
抜
け
て
大
き
い
。
こ

の
よ
う
な
低
頻
度
大
規
模
災
害
リ
ス
ク
に
現
代
社
会
は
ど
う
立
ち
向

か
え
ば
よ
い
の
か
、
現
時
点
で
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
と
き
が

来
る
前
に
考
え
を
深
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
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表 8　20世紀あるいは仮想100年における日本の火山災害発生数
と死者とリスク

災害発生数
（回／100年）

死者数
（人／100年）

リスク
（人／年）

火山弾 18 60 0.6
火山島噴火 4 175 1.8
熱雲 1 30 0.3
火砕流 1 30 0.3
軽石 1 10 0.1
火山ガス 30 90 0.9
ラハール 5 194 1.9
山体崩壊 1 ₅，₀₀₀ 50
カルデラ ₀．₀₁ ₂₀，₀₀₀ 200


